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(57)【要約】
【課題】エラストグラフィーによる超音波画像診断を高
い信頼性をもって比較的簡単に行うことができる超音波
診断装置等を提供すること。
【解決手段】被検体の所定領域内に超音波を送信し反射
波を受信して第１のエコー信号を発生する第１のモード
に従う超音波送受信と、所定領域内の組織の一部に歪み
を発生させる第２の超音波を送信し反射波を受信して第
２のエコー信号を発生する第２のモードに従う超音波送
受信と、を実行し、第１のエコー信号を用いて所定領域
に関する超音波画像を生成し、超音波画像に設定された
関心領域に対応する第１のエコー信号又は画像データを
用いて、関心領域に対応する組織の性状解析を実行し、
性状解析の結果に基づいて関心領域内に所定の大きさ以
上の構造物又は液体領域が存在するが否かを判定し、関
心領域内に所定の大きさ以上の構造物又は液体領域が存
在しないと判定した場合には、第２のモードに従う超音
波送受信が実行されるように制御する。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の所定領域内に超音波を送信し前記所定領域から反射波を受信して第１のエコー
信号を発生する第１のモードに従う超音波送受信と、前記所定領域内の組織の一部に歪み
を発生させる第２の超音波を送信し、前記所定領域からの反射波を受信して第２のエコー
信号を発生する第２のモードに従う超音波送受信と、を実行する送受信ユニットと、
　前記第１のエコー信号を用いて前記所定領域に関する超音波画像を生成する画像生成ユ
ニットと、
　前記超音波画像に設定された関心領域に対応する第１のエコー信号又は画像データを用
いて、前記関心領域に対応する組織の性状解析を実行する解析ユニットと、
　前記性状解析の結果に基づいて、前記関心領域内に所定の大きさ以上の構造物又は液体
領域が存在するが否かを判定する判定ユニットと、
　前記判定ユニットが前記関心領域内に所定の大きさ以上の構造物又は液体領域が存在し
ないと判定した場合には、前記第２のモードに従う超音波送受信が実行されるように、前
記送受信ユニットを制御する制御ユニットと、
　を具備する超音波診断装置。
【請求項２】
　前記解析ユニットは、前記関心領域に対応する画像データを用いた画像パタン認識、前
記関心領域に対応する前記第１のエコー信号の振幅の平均値及び分散値を用いた統計処理
、前記関心領域における血流ドプラ信号の存在、のうちの少なくとも一つを利用して、前
記性状解析を実行すること、を特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記解析ユニットは、前記判定ユニットが前記関心領域内に所定の大きさ以上の構造物
又は液体領域が存在すると判定した場合には、前記関心領域を他の関心領域に変更して、
又は前記性状解析の対象とする前記超音波画像を他の超音波画像に変更して、前記性状解
析を実行することを特徴とする請求項１又は２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記制御ユニットは、前記第２のモードに従う超音波送受信が自動的に実行されるよう
に、前記送受信ユニットを制御することを特徴とする請求項１乃至３のうちいずれか一項
記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記第２のエコー信号を用いて前記関心領域に対応する組織の硬さを計算する計算ユニ
ットと、
　第１のエコー信号に基づいてリアルタイムに取得される超音波画像と、前記関心領域と
、前記関心領域の硬さとを同時に表示する表示ユニットと、
　をさらに具備する請求項１乃至４のうちいずれか一項記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記第２のエコー信号を用いて前記関心領域に対応する組織の硬さを計算する計算ユニ
ットと、
　前記性状解析の対象とした前記超音波画像と、前記関心領域と、前記関心領域の硬さと
を同時に表示する表示ユニットと、
　をさらに具備する請求項１乃至４のうちいずれか一項記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　コンピュータに、
　被検体の所定領域内に超音波を送信させ前記所定領域から反射波を受信させて第１のエ
コー信号を発生させる第１のモードに従う超音波送受信と、前記所定領域内の組織の一部
に歪みを発生させる第２の超音波を送信させ、前記所定領域からの反射波を受信させて第
２のエコー信号を発生させる第２のモードに従う超音波送受信と、を実行させる送受信機
能と、
　前記第１のエコー信号を用いて前記所定領域に関する超音波画像を生成させる画像生成
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機能と、
　前記超音波画像に設定された関心領域に対応する第１のエコー信号又は画像データを用
いて、前記関心領域に対応する組織の性状解析を実行させる解析機能と、
　前記性状解析の結果に基づいて、前記関心領域内に所定の大きさ以上の構造物又は液体
領域が存在するが否かを判定させる判定機能と、
　前記関心領域内に所定の大きさ以上の構造物又は液体領域が存在しないと判定された場
合には、前記第２のモードに従う超音波送受信が実行されるように制御させる制御機能と
、
　を実現させるための超音波診断装置制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　弾性イメージング（エラストグラフィー）に用いられる超音波診断装置及び超音波診断
装置制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断は、超音波プローブを体表から当てるだけの簡単な操作で心臓の拍動や胎児
の動きの様子がリアルタイム表示で得られ、かつ安全性が高いため繰り返して検査が行え
るほか、システムの規模がＸ線、ＣＴ、ＭＲＩなど他の診断機器に比べて小さく、ベッド
サイドへ移動していっての検査も容易に行えるなど簡便である。また、超音波診断はＸ線
などのように被曝の影響がなく、産科や在宅医療等においても使用することができる。
【０００３】
　超音波診断の応用分野として、組織性状を定量化するという技術がある。超音波弾性イ
メージング（超音波エラストグラフィー）はそのひとつであり（例えば非特許文献１参照
）、超音波で検出可能な臓器に関して、その臓器の全体あるいは局所の硬さを非観血的に
計測するものである。超音波エラストグラフィーの手法はいくつか存在する。例えば圧迫
型エラストグラフィーは、超音波プローブにて体外から臓器を圧迫し、その時の臓器の動
きから歪み量を計測するものである。またパルス照射型エラストグラフィーは、専用の超
音波パルスを送信し、そのパルスの機械的作用によって臓器を圧迫し、同様に歪み量を計
測するものである。代表的なものとしては、ＡＲＦＩ(Acoustic Radiation Force Impuls
e)法、あるいはＳＷ（Shear Wave）法がある（例えば非特許文献２、３、４参照）。
【０００４】
　ＡＲＦＩ法あるいはＳＷ法では、弾性イメージングのターゲットとして指定された臓器
Ｐ内の所定位置に、機械的作用（ＭＩ：Mechanical Index）が比較的大きい収束超音波（
プッシュパルスと呼ぶ）を与え、この位置に歪みを発生させる。この歪みに起因する横波
が臓器内を伝搬していく速度を計測することで、当該臓器の局所的な硬さを計測する。こ
の様に、ＡＲＦＩ法或いはＳＷ法は、収束超音波を用いて行うため、計測対象が深部であ
る場合、或いは肋骨の影響などで体外から圧迫ができない場合等においても実行可能であ
り、その有用性が期待されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】Elasto: Breast Disease Clinical Application of US Elastography f
or Diagnosis, Ako Itoh et al, Radiology. 239 : 2, 341-350 May 2006.
【非特許文献２】ARFI: Nightingale, K.; Palmeri, M.; Nightingale, R.; Trahey, G. 
On the feasibility of remote pal-pation using acoustic radiation force. J. Acous
t. Soc. Am. 110(1):625{634, 2001.
【非特許文献３】Shear wave： Fink et al., US2009/0124901 (May 2009).
【非特許文献４】J Bercoff et al. Supersonic shear imaging. IEEE Trans UFFC, 51, 
4 396-409 (2004).
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来のパルス照射型エラストグラフィーにおいては、パルスの伝搬経路
に血液、腹水、嚢胞など、液体成分が介在する場合、臓器実質の歪みを正確に計測するこ
とはできない。また、均質な媒体では計測結果の精度は良好である一方、筋肉や腱のよう
な方向性の構造物が介在する場合には、結果の精度に問題が生じることが起こり得る。
【０００７】
　上記事情に鑑みて、パルスの伝搬経路に液体成分が介在する場合や筋肉や腱のような方
向性の構造物が介在する場合等であっても、エラストグラフィーによる超音波画像診断を
高い信頼性をもって比較的簡単に行うことができる超音波診断装置及び超音波診断装置制
御プログラムを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一実施形態に係る超音波診断装置は、被検体の所定領域内に超音波を送信し前記所定領
域から反射波を受信して第１のエコー信号を発生する第１のモードに従う超音波送受信と
、前記所定領域内の組織の一部に歪みを発生させる第２の超音波を送信し、前記所定領域
からの反射波を受信して第２のエコー信号を発生する第２のモードに従う超音波送受信と
、を実行する送受信ユニットと、前記第１のエコー信号を用いて前記所定領域に関する超
音波画像を生成する画像生成ユニットと、前記超音波画像に設定された関心領域に対応す
る第１のエコー信号又は画像データを用いて、前記関心領域に対応する組織の性状解析を
実行する解析ユニットと、前記性状解析の結果に基づいて、前記関心領域内に所定の大き
さ以上の構造物又は液体領域が存在するが否かを判定する判定ユニットと、前記判定ユニ
ットが前記関心領域内に所定の大きさ以上の構造物又は液体領域が存在しないと判定した
場合には、前記第２のモードに従う超音波送受信が実行されるように、前記送受信ユニッ
トを制御する制御ユニットと、を具備する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、実施形態に係る超音波診断装置１のブロック構成図を示している。
【図２】図２は、支援機能を利用したエラストグラフィーにおける処理の流れを示したフ
ローチャートである。
【図３】図３は、図２のステップＳ５において実行されるエラストグラフィーを説明する
ための図である。
【図４】図４は、エラストグラフィー画像の表示形態の一例であり、エラストグラフィー
画像５２とＢモード画像５１とを並列表示する例を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、実施形態を図面に従って説明する。なお、以下の説明において、略同一の機能及
び構成を有する構成要素については、同一符号を付し、重複説明は必要な場合にのみ行う
。
【００１１】
　図１は、本実施形態に係る超音波診断装置１のブロック構成を示した図である。同図に
示すように、本超音波診断装置１は、超音波診断装置本体１１、超音波プローブ１２、入
力装置１３、モニタ１４を具備している。本超音波診断装置本体１１は、超音波送信ユニ
ット２１，超音波受信ユニット２２、Ｂモード処理／ドプラ処理ユニット２３、歪み計測
ユニット２４、画像生成ユニット２５、画像メモリ２６、表示処理ユニット２７、制御プ
ロセッサ２８、記憶ユニット２９、インターフェースユニット３０を具備している。
【００１２】
　装置本体１１に内蔵される超音波送信ユニット２１および受信ユニット２２等は、集積
回路などのハードウェアで構成されることもあるが、ソフトウェア的にモジュール化され
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たソフトウェアプログラムである場合もある。以下、個々の構成要素の機能について説明
する。
【００１３】
　超音波プローブ１２は、超音波送信ユニット２１からの駆動信号に基づき超音波を発生
し、被検体からの反射波を電気信号に変換する複数の圧電振動子、当該圧電振動子に設け
られる整合層、当該圧電振動子から後方への超音波の伝播を防止するバッキング材等を有
している。当該超音波プローブ１２から被検体Ｐに超音波が送信されると、当該送信超音
波は、体内組織の音響インピーダンスの不連続面で次々と反射され、エコー信号として超
音波プローブ１２に受信される。このエコー信号の振幅は、反射することになった反射す
ることになった不連続面における音響インピーダンスの差に依存する。
【００１４】
　入力装置１３は、装置本体１１に接続され、オペレータからの各種指示、条件、関心領
域（ＲＯＩ）の設定指示、種々の画質条件設定指示等を装置本体１１にとりこむための各
種スイッチ、ボタン、トラックボールの他，マウス、キーボード等を有している。
【００１５】
　モニタ１４は、表示処理ユニット２７からのビデオ信号に基づいて、生体内の形態学的
情報を示す画像、血流情報を示す画像、後述する性状解析の対象とされた超音波画像、関
心領域、エラストグラフィーによる計測結果等を所定の形態で表示する。
【００１６】
　超音波送信ユニット２１は、パルス発生器２１Ａ、送信遅延部２１Ｂおよびパルサ２１
Ｃを有している。パルス発生器２１Ａでは、映像用の送信としては，所定のレート周波数
ｆｒ　Ｈｚ（周期；１／ｆｒ秒）で、送信超音波を形成するためのレートパルスが繰り返
し発生される。送信遅延部２１Ｂでは、チャンネル毎に超音波をビーム状に集束し且つ送
信指向性を決定するのに必要な遅延時間が、各レートパルスに与えられる。パルサ２１Ｃ
は、このレートパルスに基づくタイミングで、プローブ１２に駆動パルスを印加する。
【００１７】
　また、超音波送信ユニット２１は、超音波エラストグラフィー用超音波を送信を行うた
めの駆動パルスを発生し超音波プローブ１２に供給する。ここで、超音波エラストグラフ
ィー用超音波とは、臓器を励振させるための収束超音波（以下プッシュパルス）を意味す
る。超音波エラストグラフィー用超音波の送信は、臓器の一部を体外から励振可能であれ
ば、どのような任意の形態で実行されてもよい。具体例としては、通常の超音波に比して
パルス波長が長い、周波数が低い、振幅が大きい等の超音波送信が挙げられる。
【００１８】
　超音波受信ユニット２２は、プリアンプ２２Ａ、Ａ／Ｄ変換器（図示せず）、受信遅延
部２２Ｂ、加算器２２Ｃ等を有している。プッシュパルス送信型のエラストグラフィーに
おいては、プッシュパルスによって発生した横波の伝搬に従う変位を計測するために、図
４に示すとおり、送信方向１０１とは微小にずれた方向１０３に対する指向性を得ること
も可能となっている。プリアンプでは、プローブ１２を介して取り込まれたエコー信号を
チャンネル毎に増幅する。受信遅延部２２Ｂ、増幅されたエコー信号に対し受信指向性を
決定するのに必要な遅延時間を与え、その後加算器において加算処理を行う。この加算に
より、エコー信号の受信指向性に応じた方向からの反射成分が強調され、受信指向性と送
信指向性とにより超音波送受信の総合的なビームが形成される。
【００１９】
　Ｂモード／ドプラ処理ユニット２３は、受信ユニット２２からエコー信号を受け取り、
対数増幅、包絡線検波処理などを施し、信号強度が輝度の明るさで表現されるデータを生
成する。このデータは、画像生成ユニット２５に送信され、反射波の強度を輝度にて表し
たＢモード画像としてモニタ１４に表示される。また同様に、受信ユニット２２から受け
取ったエコー信号の位相変化を解析すれば、ドプラ効果による速度、分散、パワー等の血
流情報が得られる。画像生成ユニット２５は、得られた血流情報を用いてドプラ画像を生
成する。生成されたドプラ画像は、Ｂモード画像等と共にモニタ１４にカラー表示される
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。
【００２０】
　歪み計測ユニット２４は、受信ユニット２２から受け取ったエコー信号の位相情報から
計測対象領域内の組織の変位を計測し、その変位の時間的推移から横波の伝搬速度を演算
する。また、歪み計測ユニット２４は、横波の伝搬速度から硬さを定量的に算出する（例
えば、伝搬速度が大きい場合硬さを示す数値は大きくなる）。得られた硬さ情報は画像生
成ユニット２５に送られ、Ｂモード断層像と組み合わせるなど所定の形態にてモニタ１４
にカラー表示される。
【００２１】
　画像生成ユニット２５は、超音波スキャンの走査線信号列を、テレビなどに代表される
一般的なビデオフォーマットの走査線信号列に変換し、表示画像としての超音波診断画像
を生成する。画像生成ユニット２５は、画像データを格納する記憶メモリを搭載しており
、例えば診断の後に操作者が検査中に記録された画像を呼び出すことが可能となっている
。また、画像生成ユニット２５は、Ｂモード／ドプラ処理ユニット２３から出力されるデ
ータを用いてボリュームデータを生成し、ボリュームレンダリング、多断面変換表示（Ｍ
ＰＲ）、最大値投影表示（ＭＩＰ：maximum intensity projection）等の所定の画像処理
を行う。なお、当該画像生成ユニット２５に入る以前のデータは、「生データ」と呼ばれ
ることがある。
【００２２】
　画像メモリ２６は、画像生成ユニット２５から受信した画像データを格納する記憶メモ
リから成る。この画像データは、例えば診断の後に操作者が呼び出すことが可能となって
おり、静止画的に、あるいは複数枚を使って動画的に再生することが可能でなる。
【００２３】
　表示処理ユニット２７は、画像生成ユニット２５において生成・処理された各種画像デ
ータに対し、ダイナミックレンジ、輝度（ブライトネス）、コントラスト、γカーブ補正
、ＲＧＢ変換等の各種を実行する。
【００２４】
　制御プロセッサ２８は、情報処理装置（計算機）としての機能を持ち、本超音波診断装
置本体の動作を制御する制御手段である。制御プロセッサ２８は、記憶ユニット２９から
後述するＩＭＴ計測支援機能を実現するための専用プログラムを読み出して自身が有する
メモリ上に展開し、各種処理に関する演算・制御等を実行する。
【００２５】
　記憶ユニット２９は、後述のスキャンシーケンス、画像生成・表示処理を実行するため
の制御プログラムや、診断情報（患者ＩＤ、医師の所見等）、診断プロトコル、送受信条
件、その他のデータ群が保管されている。また必要に応じて、画像メモリ２６中の画像の
保管などにも使用される。また、後述するエラストグラフィー支援機能を実現するための
専用プログラムもここに格納されている。記憶ユニット２９のデータは、インターフェー
スユニット３０を経由して外部周辺装置へ転送することも可能となっている。
【００２６】
　インターフェースユニット３０は、入力装置１３、ネットワーク、新たな外部記憶装置
（図示せず）に関するインタフェースである。当該装置によって得られた超音波画像等の
データや解析結果等は、インターフェースユニット３０よって、ネットワークを介して他
の装置に転送可能である。
【００２７】
　（エラストグラフィー支援機能）
　次に、本超音波診断装置が具備するエラストグラフィー支援機能について説明する。本
機能は、エラストグラフィーモードによって組織の硬さを診断する場合において、組織の
性状を解析し、当該解析の結果に従ってエラストグラフィーを実行するのに適切な走査断
面或いは領域を自動的に判定することで、エラストグラフィーを支援するものである。
【００２８】
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　図２は、本支援機能を利用したエラストグラフィーにおける処理の流れを示したフロー
チャートである。同図に従って、各ステップにおいて実行される処理の内容について説明
する。
【００２９】
　[患者情報、撮像モード等の入力：ステップＳ１]
　まず、入力装置１３を介して患者情報の入力、送受信条件（被走査領域、焦点位置、送
信電圧、送信方向と受信方向との位置関係等）、被検体の所定領域を超音波走査するため
の撮像モード、スキャンシーケンス等の入力・選択が実行される（ステップ１）。入力、
選択された各種情報・条件等は、自動的に記憶ユニット２９に記憶される。ここでは、撮
像モードとして、エラストグラフィーモードが選択される。
【００３０】
　[性状解析用画像の取得／性状解析：ステップＳ２、Ｓ３]
　制御プロセッサ２８は、通常のＢモードによる超音波走査が実行されるように超音波送
信ユニット２１、超音波受信ユニット２２を制御し、走査断面に関するエコー信号を逐次
取得する。画像生成ユニット２５は、取得されたエコー信号を用いて時系列の性状解析用
画像を生成する。生成された各性状解析用画像は、所定の処理を受けた後、所定の形態に
てモニタ１４に順次表示される（ステップＳ２）。
【００３１】
　歪み計測ユニット２４は、取得された性状解析用画像の画像データ、或いは当該性状解
析用画像を生成する前のraw dataを用いて、性状解析を実行する（ステップＳ３）。
【００３２】
　この性状解析は、現在走査されている断層面がエラストグラフィーにとってふさわしい
断面であるかを解析することを目的としている。性状解析の具体的な手法としては、例え
ば以下の３つを挙げることができる。
【００３３】
　第１の手法は、画像のパタン認識によって血管壁、横隔膜、胆嚢などの存在を特定する
ことで、組織の性状を解析するものである。すなわち、性状解析用画像（又は当該画像に
対応するraw data）に少なくとも一つのＲＯＩを設定し、当該ＲＯＩ内の画素値又は信号
値の空間分布のパタンを識別することで、血管壁、横隔膜、胆嚢などの存在を判定するこ
とができる。第２の手法は、性状解析用画像（又は当該画像に対応するraw data）に少な
くとも一つのＲＯＩを設定し、当該ＲＯＩ内の受信信号振幅の統計情報を用いて均質性を
解析するものである。本発明者等の研究成果によれば、軟部組織からのエコー信号振幅の
平均値と分散値を比較すれば、そのサンプル内に顕著な構造物が存在するのか、あるいは
超音波パルス分解能以下の（細胞レベルの細かさの）構造物のみかを判定可能であること
が判明している（例えば、特開２００４－３２１５８２号公報等参照）。第３の手法は、
エラストグラフィーの計測に影響する領域に少なくとも一つのＲＯＩを設定し、パワード
プラの情報を使用して、当該ＲＯＩ中に血流が存在するか否かを判定するものである。
【００３４】
　なお、本ステップにおける性状解析は、性状解析用画像に対応する走査断面に少なくと
も一つのＲＯＩを設定し、当該ＲＯＩ内の画像データ或いはraw dataを用いて実行するも
のとした。しかしながら、当該例に拘泥されず、性状解析用画像に対応する走査断面に設
定された少なくとも一つのＲＯＩをずらすことで、設定されたＲＯＩよりも広い所定領域
について性状解析を行うようにしてもよい。また、性状解析用画像に対応する走査断面全
域を対象として、性状解析をするようにしてもよい。
【００３５】
　[エラストグラフィー適合性の判定：ステップＳ４]
　制御プロセッサ２８は、ステップＳ３において得られた性状解析の結果を利用して、現
在の走査断面がエラストグラフィーを行うのに適しているか否か（エラストグラフィー適
合性）を判定する（ステップＳ４）。判定基準としては、例えば、プッシュパルスを照射
する領域及び横波を計測する領域に対して適切なＳ／Ｎ比で超音波送信がなされているこ
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と、大血管、胆嚢等のエラストグラフィーに不要な構造物が存在しないこと等を挙げるこ
とができる。
【００３６】
　本ステップにおいて、エラストグラフィー適合性の判断が「Ｎｏ」である場合には、適
合性の判断が「Ｙｅｓ」になるまで、ＲＯＩの位置をずらしながら或いは走査断面位置を
ずらしながらステップＳ２、Ｓ３の処理が実行される。
【００３７】
　[エラストグラフィーの実行：ステップＳ５]
　エラストグラフィー適合性が「Ｙｅｓ」と判定された場合には、制御プロセッサ２８は
、プッシュパルスを計測対象領域に送信し、当該領域からの反射波を受信するように、超
音波プローブ１２、超音波送信ユニット２１、超音波受信ユニット２２等を制御すること
で、エラストグラフィーを実行する（ステップＳ５）。なお、当該エラストグラフィーの
実行は、エラストグラフィー適合性が「Ｙｅｓ」と判定されたことをトリガとして、自動
的に開始されることが好ましいが、マニュアル操作によって任意のタイミングで開始する
ようにしてもよい。また、エラストグラフィーを実行する際、患者の息止めタイミング等
把握の便宜のために、例えばランプが赤から青に変わる等の手段によって、その開始タイ
ミングを知らせることが好ましい。
【００３８】
　図３は、本ステップＳ５において実行されるエラストグラフィーを説明するための図で
ある。同図に示す様に、弾性イメージングのターゲットとして指定された臓器Ｐ内の計測
対象領域に、機械的作用（ＭＩ）が比較的大きいプッシュパルス１０１を送信し、少なく
とも当該計測対象領域内の組織に歪みを発生させる。また、プッシュパルス１０１の送信
方向と異なる複数の方向を受信方向として反射波１０３を受信する。歪み計測ユニット２
４は、プッシュパルス１０１の送信時刻と、各受信方向に関する反射波１０３の受信時刻
と音速とに基づいて、組織の歪みに起因する横波１０２が臓器内を伝搬していく速度を計
算し、当該臓器Ｐの局所的な硬さを計測する。
【００３９】
　なお、横波１０２の伝搬速度の計測手法には、特に限定はない。例えば、組織ドプラ法
によっても計測することができる。また、本ステップにおいてプッシュパルスを送信する
計測対象領域の大きさ、形状についても、特に限定はない。しかしながら、図３に示す様
に、送信方向に対して横方向に伝搬する横波１０２の速度計測を目的とすることから、横
波１０２の進行方向に長い形状を設定することが好ましい。
【００４０】
　[エラストグラフィー画像の生成・出力等：ステップＳ６、Ｓ７]
　画像生成ユニット２５は、計測対象領域と臓器Ｐの局所的な硬さとを示すための画像（
エラストグラフィー画像）を生成する。生成されたエラストグラフィー画像は、例えばス
テップＳ２、３において得られたＢモード画像及び性状解析の結果と共に所定の形態でモ
ニタ１４表示される（ステップＳ６、Ｓ７）。
【００４１】
　図４は、エラストグラフィー画像の表示形態の一例であり、エラストグラフィー画像５
２とＢモード画像５１とを並列表示する例を示している。エラストグラフィー画像５２に
おいては、例えば計測対象領域５３、計測結果５４が所定の形態で明示される。また、Ｂ
モード画像５１は、リアルタイムに動画像を表示するものである。操作者は、当該Ｂモー
ド画像５１により、被検体の状態をリアルタイムで観察することができる。
【００４２】
　（効果）
　以上述べた本超音波診断装置においては、エラストグラフィーモードによって組織の硬
さを診断する場合において、組織の性状を解析し、現在の走査断面がエラストグラフィー
を行うのに適しているか否かを判定する。現在の走査断面がエラストグラフィーに適合す
ると判定した場合には、当該走査断面において、計測対象領域にプッシュパルスを送信し
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計測結果は、計測対象領域と共にエラストグラフィー画像として明示的に表示される。従
って、超音波パルスの伝搬経路に液体成分が介在する場合や筋肉や腱のような方向性の構
造物が介在する場合等においても、適合性のある走査断面を判定し、信頼性の高いエラス
トグラフィーを実行することができる。
【００４３】
　なお、本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。具体的な変形例としては、例え
ば次のようなものがある。
【００４４】
　（１）本実施形態に係る各機能は、当該処理を実行するプログラムをワークステーショ
ン等のコンピュータにインストールし、これらをメモリ上で展開することによっても実現
することができる。このとき、コンピュータに当該手法を実行させることのできるプログ
ラムは、磁気ディスク（フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスクなど）、光デ
ィスク（ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤなど）、半導体メモリなどの記録媒体に格納して頒布する
ことも可能である。
【００４５】
　（２）上記実施形態においては、性状解析、エラストグラフィーの対象とする領域を二
次元領域（二次元断面）とする場合を例としたが、三次元領域を対象とすることも可能で
ある。係る場合には、三次元領域をボリュームスキャンすると共に、三次元ＲＯＩを用い
て性状解析を実行し、その結果に基づいて計測対象領域を三次元領域とするエラストグラ
フィーを実行すればよい。
【００４６】
　なお、本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実
施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実
施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【００４７】
１…超音波診断装置、１１…超音波診断装置本体、１２…超音波プローブ、１３…入力装
置、１４…モニタ、２１…超音波送信ユニット，２２…超音波受信ユニット、２３…Ｂモ
ード処理／ドプラ処理ユニット、２４…歪み計測ユニット、２５…画像生成ユニット、２
６…画像メモリ、２７…表示処理ユニット、２８…制御プロセッサ、２９…記憶ユニット
、３０…インターフェースユニット
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